










  『論語義疏の研究』論文概要 
                    高橋 均 
（一）皇侃と『論語義疏』 

















































































































のが 5 条で、残る 5 条は子罕、先進、子張三篇について篇内の章数と章の区切
りについての異論を取りあげたものである。このたびの検討を経ても、論語音
義に引かれる論語義疏の中になお疑問として残る条目がある。これの解明には
新たな資料の出現を待たなければならないだろう。 
経典釈文はその資料の性格上、つねに書き換えられる可能性を秘めている。
論語義疏にかかわる 10条についても、そのうちの 4条は、現行の論語音義には
見えず、日本に伝わる古抄集解本の書き入れの中から見出したものである。か
つて清人の中に書き換えられた論語音義を根拠として日本から逆輸入された論
語義疏偽作説を出した人がいた。こうした経典釈文という資料を扱う際の注意
点についても本章で言及した。 
 以上、本書の第一章から第四章の論述を通じて、およそ 1500年前に作られ
た『論語義疏』が、中国あるいは日本でたび重なる改修を受けながらも日本に
現存している過程を明らかにし、旧抄本『論語義疏』と敦煌本『論語疏』にか
かわる諸問題を解明しえたと考える。 
 
附論として収めるのは、次の（一）から（五）までである。 
（一）呉騫『皇氏論語義疏参訂』十巻初探 
（二）『論語義疏』の二種の校本、根本校正本と武内校本をめぐって 
（三）日本における『論語義疏』の受容 
（四）『論語』「学而」篇「有朋自遠方來、不亦樂乎」をめぐって 
（五）『論語義疏』研究の道筋 
（一）は、呉騫の『皇氏論語義疏参訂』についての二種類のテキスト、すなわ
ち藤塚本と倉石本に関するいくつかの問題と、皇氏論語義疏参訂に加えられた
修訂の記録と倉石本と藤塚本との異同を整理したものである。「校勘記」は、も
と『續修四庫全書』（上海古籍出版社刊行）に収められたものである。 
（二）は、旧抄本論語義疏の二種の校本、すなわち『根本校正本』と『武内校
本』が持つ問題点、とりわけ武内校本に校訂の際に異文が混入していることを
明らかにした。 
（三）は、日本に何時、どのような形で論語義疏が伝わり、それにどのような
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意図から論語正義が書き入れられたかということの大筋を明らかにした。 
（四）は、『論語』学而篇「有朋自遠方來」の「有朋」が、論語義疏では「朋友」
となっていたのではないかということを論じた。 
（五）は、わたくしの東京外国語大学退官の最終講義「論語義疏と私」の記録
である。論語義疏研究のきっかけからはじめて、論語義疏にかかわる問題点、
さらにこれから解決しなければならない諸問題を示した。 
